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函館について教えて？ 

 

MIMIZ NO.003 FEBRUARY/2020 
 

ミミズが地面を這うように、私達が現場に密着して地域

を見ることで、函館と住む人々をより強くつなぎ活性化

を手助けするミニコミ誌―― 

 

北海道教育大学函館校 

地域プロジェクト 
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P２～   函館・少年・薬物               今井 正彦 

          

P８～  函館とアカペラ                   志摩 祐斗           

P１４～ 古本屋を訪ねて                    古内 美圭 

P２０～  道南でミニコスを出店する           佐々木 結菜 

 

P２６～ ここでしかできないこと               沼田 聡史 

P３２～ 函館 心霊スポット調査               吉田 周平     

Ｐ３８～ 地域×酒屋                        荒木 すみれ 

P４４～ はぐれ居酒屋教本                   増淵 匠   

P５１～  編集後記                  



 
 

                   

             

      

函館 未成年 薬物 
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函
館
・
少
年
・
薬
物 
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薬物の乱用で検挙した

犯罪少年の検挙人数

大麻

覚せい剤

毒・劇物（シンナーなど）

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
芸
能
人
が
薬
物
所
持
や
使
用

で
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
と
を
絶
た
な

い
。
芸
能
人
の
話
題
と
な
る
と
、
自
分
の
生
活
と
は
無

縁
の
も
の
と
捉
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
薬

物
は
函
館
と
無
縁
で
は
な
い
。
北
海
道
警
察
が
公
表
し

た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
平
成
３
０
年
中
に
薬
物
乱
用
で

検
挙
し
た
犯
罪
少
年
の
数
は
１
９
人
だ
っ
た
。
こ
れ
は 

           

            

前
年
の
検
挙
数
と
比
べ
１
６
人
増
加
し
て
い
る
。
特
に

大
麻
は
前
年
に
比
べ
１
３
人
増
加
し
て
い
る
の
だ
。
今
回

は
函
館
の
未
成
年
と
薬
物
の
繋
が
り
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
に
し
て
そ
の
繋
が
り
を
絶
つ
こ
と
が
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
函
館
中
央
警
察
署
生
活
安
全
課
及
び
函
館
少

年
鑑
別
支
所
に
取
材
し
た
。 
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「
ダ
メ
、
絶
対
」
な
ん
て
わ
か
っ
て
る 

「
な
ぜ
少
年
た
ち
は
薬
物
非
行
に
走
る
の
か
」 

薬
物
は
『
ダ
メ
、
絶
対
。』
で
あ
る
こ
と
は
少
年
た
ち
も

わ
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
も
し
薬
物
が
違
法
だ
と
わ
か
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
警
察
の
前
だ
と
し
て
も
堂
々
と
薬
物
を
使
用

す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
薬
物
は
『
ダ
メ
』
と
知
っ
て
い
な

が
ら
、
な
ぜ
少
年
た
ち
は
薬
物
非
行
に
走
る
の
か
。
そ
れ
は

少
年
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
あ
る
。 

    

警
察
署
の
話
で
は
、
少
年
た
ち
が
大
麻
を
所
持
す
る
き
っ

か
け
は
先
輩
と
の
繋
が
り
か
ら
だ
と
い
う
。
少
年
た
ち
が
ク

ラ
ブ
や
バ
ー
な
ど
に
出
入
り
し
、
未
成
年
飲
酒
や
喫
煙
を
す

る
中
で
、
法
を
守
る
と
い
う
概
念
が
薄
く
な
る
。
そ
の
結
果
、

大
麻
な
ど
の
薬
物
に
手
を
出
す
の
だ
と
い
う
の
だ
。 

さ
ら
に
、
大
麻
の
売
買
で
収
益
を
上
げ
る
人
々
に
と
っ

て
は
顧
客
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
少
年
た
ち
は
そ
の
カ
モ

に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
だ
。 
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「
非
行
少
年
と
ど
う
関
わ
る
か
」 

少
年
た
ち
が
非
行
に
走
る
要
因
は
様
々
だ
が
、
ど
れ

も
少
年
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
係
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
少
年
た
ち
を
非
行
か
ら
救
う
に
は
、
周
囲
の
環

境
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
函
館
少
年
鑑
別
支
所

の
話
で
は
、
彼
ら
の
多
く
が
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る

と
い
う
。
例
え
ば
、
家
庭
や
学
校
の
身
近
な
大
人
に
相

談
が
で
き
な
い
、
も
し
く
は
相
談
し
た
く
な
い
こ
と
で
、 

社
会
と
の
つ
な
が
り
方
が
変
化
す
る
。
悪
い
先
輩
と
関 

         
わ
り
を
持
ち
、
夜
の
街
で
遊
び
始
め
る
。
そ
こ
か
ら

徐
々
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
酒
や
た
ば
こ
、
そ
し
て
薬

物
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
の
だ
。
本
来
、
日
常
生
活
の

中
で
薬
物
は
手
に
入
ら
な
い
。
し
か
し
、
少
年
た
ち
は

薬
物
を
容
易
に
手
に
入
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
そ
こ

に
至
っ
た
背
景
に
目
を
向
け
る
こ
と
な
の
だ
。
そ
し
て
、

少
年
に
寄
り
添
い
、
少
年
自
身
が
自
分
を
見
つ
め
直
す

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 
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「更生＝厳格な指導」ではない 

「
少
年
鑑
別
所
と
は
」 

取
材
先
の
一
つ
で
あ
る
少
年
鑑
別
所
と
は
ど
の
よ
う

な
施
設
か
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
少
年
鑑
別
所
と
は
、

少
年
院
と
同
じ
施
設
と
思
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
う
で
は
な
い
。 

少
年
鑑
別
所
と
は
、
法
務
省
の
専
門
機
関
だ
。
主
に
家

庭
裁
判
所
の
決
定
で
送
致
さ
れ
た
少
年
を
収
容
し
、
専
門

的
な
調
査
や
検
査
で
非
行
の
原
因
を
探
り
、
立
ち
直
り
に

向
け
た
指
導
や
教
育
の
方
針
を
立
て
る
と
い
う
機
能
が

あ
る
。
他
に
も
少
年
を
収
容
し
な
い
在
宅
審
判
鑑
別
や
、

少
年
院
や
刑
務
所
な
ど
の
関
係
機
関
の
依
頼
に
応
じ
る

処
遇
鑑
別
と
い
っ
た
機
能
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

た
だ
非
行
少
年
を
監
視
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な

い
。
収
容
と
聞
く
と
、
鉄
格
子
で
囲
ま
れ
た
暗
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
実
際
は
部
屋
の
雰
囲

気
は
明
る
く
、
本
や
漫
画
、
テ
レ
ビ
な
ど
も
備
え
て
い
る

非
常
に
過
ご
し
や
す
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他
に

も
、
七
夕
な
ど
の
季
節
行
事
を
行
う
、
毎
日
日
記
を
書
く

な
ど
、
節
度
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考

え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
大
人
が
正
し
い
と
思
う
こ
と
を
詰

め
込
む
の
で
は
な
く
、
一
人
で
考
え
る
時
間
を
提
供
し
、

大
人
が
寄
り
添
う
こ
と
で
自
分
を
見
つ
め
直
す
と
い
う

こ
と
が
鑑
別
所
の
特
徴
だ
。
特
に
鑑
別
所
で
は
子
ど
も
の

話
を
聞
く
こ
と
を
重
要
視
し
、
子
ど
も
と
対
等
な
関
係
を

築
い
て
い
る
。
勇
気
や
決
断
は
尊
重
し
、
決
し
て
子
供
に

対
し
怒
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
非
行
の
原
因
を
分

析
し
、
更
生
の
た
め
の
指
針
を
示
し
て
い
る
。 

 

■
函
館
少
年
鑑
別
支
所
（
〒
０
４
２―

０
９
４
４  

函

館
市
金
堀
町
６
番
１
５
号 tel

０
１
３
８―

５
１―

５

６
５
２
） 

   

 

6 



 
 

函
館
は
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か 

「
薬
物
非
行
か
ら
少
年
た
ち
を
救
う
に
は
」 

薬
物
非
行
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
決
し
て
簡
単
で
は
な

い
。
だ
が
、
私
達
の
意
識
が
少
し
変
わ
る
だ
け
で
現
状
を
大

き
く
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
ず
、
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
薬
物
の
情
報
を
見
聞
き
し
た
ら
す
ぐ
に
警
察

に
通
報
す
る
こ
と
だ
。
警
察
は
ど
れ
だ
け
些
細
な
情
報
で
も

必
要
と
し
て
い
る
。
警
察
に
通
報
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る 

   

場
合
、
親
や
学
校
に
相
談
す
る
、
も
し
く
は
匿
名
通
報
ダ
イ

ヤ
ル
を
用
い
る
な
ど
様
々
な
方
法
で
間
接
的
に
警
察
に
情

報
を
提
供
で
き
る
。
ま
た
、
未
成
年
の
飲
酒
や
喫
煙
を
違
法

だ
と
い
う
意
識
を
強
く
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
成
年

が
酒
や
た
ば
こ
に
さ
え
手
を
出
せ
な
い
状
況
が
徹
底
さ
れ

る
こ
と
で
、
薬
物
に
手
を
出
す
機
会
も
減
る
。
そ
の
よ
う
に

し
て
函
館
と
い
う
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
薬
物
非
行
の
現

状
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
少
年
た
ち
が
非
行

に
走
ら
な
い
よ
う
ケ
ア
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
少
年
鑑
別
所

の
機
能
は
前
ペ
ー
ジ
で
述
べ
た
が
、
も
う
一
つ
機
能
が
あ
る
。

そ
れ
は
一
般
相
談
な
ど
地
域
の
犯
罪
を
防
止
す
る
地
域
援

助
と
い
う
機
能
だ
。
少
年
鑑
別
所
で
は
、
専
門
知
識
を
持
っ

て
相
手
の
話
を
聞
き
、
必
要
で
あ
れ
ば
他
の
機
関
と
連
携
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
親
や

先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
人
で
も
気
軽
に
無
料
で
相
談
で

き
る
。 

   

薬
物
非
行
は
犯
罪
だ
。
そ
し
て
子
ど
も
が
犯
罪
に
手
を
染

め
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
大
人
の
義
務

と
も
言
え
る
。
函
館
を
非
行
で
満
た
す
の
も
犯
罪
の
な
い
町

に
す
る
の
も
私
た
ち
次
第
だ
。
「
函
館
・
少
年
・
薬
物
」
は

函
館
に
住
む
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
編
集
・
今
井
） 

■
函
館
中
央
警
察
署(

〒
０
４
０―

０
０
０
１
函
館
市
五
稜

郭
町
１
５
番
５
号 tel

０
１
３
８―

５
４―

０
１
１
０) 
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函館 アカペラ はこうた 

No.003

A CAPPELLR 

ア
カ
ペ
ラ 

函館 

ハモリ H
A
K
O
D
A
T
E
 

Million 

はこうた 

H
A
K
O
U
T
A
 

ボイパ 
リード 

ベース 

コーラス 

Yuto Shima 

Writer 
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A 

CAPPELLA 

アカペラとは… 

楽器を使わずに声で曲を演奏すること。 

メロディラインを歌うリード、ハーモニーを作るコーラス、低音のハーモニー

とリズムを作るベース、ドラムの音を出すボイスパーカッション（ボイパ）が

存在する。 

基本的にリード、コーラス３人、ベース、ボイパの６人１グループで構成され

るが、コーラスを増やしてパワフルな曲を演奏したり、ボイパをなくして落ち

着いた曲を演奏したりするなど、自由に「ハモリ」を楽しむのがアカペラの 

醍醐味である。 
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８ A  

CAPPELLR CIRCLE 

MILLION 

北海道教育大学函館校で活動しているアカペラ

サークル Million。 

1 年目から 4 年まで 38 名が所属。 

学内や地域のイベントを中心に、最新曲から懐 

メロまで幅広い楽曲を披露。 

2019 年の主な出演イベント・活動 

2 月 北海道アカペラフェスティバル第 35 回ハモサツ 

5 月 アカペラサークル million 春ライブ 

6 月 WELCOME プロジェクト～学生祭～ 

6 月  函館アカペラフェスティバル はこうた 

7 月 大門合同学生祭 

9 月 青年センターフェスティバル 2019 

10 月 知内小学校アカペラ授業 

10 月 函教祭 2019 

12 月 アカペラサークル million 冬コン 

アカペラサークル Million 所属のバンド Cattleya

が北海道最大級アカペラフェスティバル「ハモサ

ツ」にサークルとして初出場。他大学のレベルの

高い演奏を目の当たりにし、刺激を受ける。 

 

ハモサツ 

Feb./16th/2019 

 

冬コン 

Dec./13th/2019 

サークル員が自ら企画演出をするアカペラ

サークル Million の一番大きなイベント。 

毎年 20 曲以上披露。 

大門合同学生祭 

Jul./6th&7th/2019 

 

多くの１年生が初めての舞台となる大門祭。 

2019 年は 2 日間で計 14 曲を、多くの函館

市民の前で披露。 10 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A  

CAPPELLR EVENT 

IN HAKODATE 

2019 年 6 月 22 日土曜日。函館で初めてのアカペライベントとなる函館ア

カペラフェスティバル「はこうた」が開催された。 

「函館山からの夜景をバックにアカペラを」と、「道内各地でアカペライ

ベントを開き活性化させたい」という思いで、「ハモサツ」など北海道の大

規模なアカペライベントを企画運営する大橋場雅樹さんが中心となって

企画。そこに北海道大学アカペラサークル NoSeRA に所属する函館出身

の学生も加わりイベントが進められた。 

「はこうた」には、札幌の大学を中心に計 28 組のバンドが出場。昼間に

五稜郭タワーアトリウム 1 階で 28 組のアカペラが披露され、夜には函館

山にあるクレモナホールで 28 組の中から選ばれた 10 組のバンドが披露

した。 

アカペラサークル Million からは 2 バンドが出場。 

ポスター制作：はこうた実行委員会 
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HAKOUTA 

GALLERY 

Shake 

flake 
From HUE.H A Cappella Circle Million 

 

Cattleya 

From HUE.H A Cappella Circle Million 

 

At Gryokaku Tower Atrium 

At Gryokaku Tower Atrium 

  Ar co  

baleno 

 
From OUC  A Cappella Circle AIRS 

 

 

At Mt.Hakodate Cremona Hall 
画像提供：はこうた公式 Twitter 

♪Boa/VALENTI 

♪あいみょん/ 

君はロックを聴かない 

♪久保田利伸/ 

Missing 

晴れていれば幕の後ろに夜景

が見える。当日は雨だった。 

12 



 

 

 

 

  

 

大橋場さんは大学時代に「Take６」とい

うグループの CD に出会ったのがきっ

かけでアカペラに携わるようになった

そうです。 

アカペラは「声の持つ力が合わさるこ

とにより、更なる感動体験ができるこ

と」が魅力だと考え、函館アカペラフェ

スティバル「はこうた」をはじめ、北海

道アカペラフェスティバル「ハモサツ」

や小樽アカペラフェスティバル「樽

Fes」など、北海道を代表するアカペラ

イベントを主催されています。 

 

Others 

「はこうた」を企画していただいた大橋場雅樹さん。 

年齢：48 歳（2019 年 11 月 8 日時点） 

出身：北海道岩見沢市 

職業：ミュージシャン、アカペラ指導、イベント企画 

運営、A&R、レコーディング 

 

大橋場さんはかなり昔から函館でアカ

ペライベントを開催しようと考えてい

ましたが、なかなか開催に至らなかった

そうです。ですが今回、下見や打ち合わ

せを重ね、アカペラの主力は学生である

と考え、学生の意見を取り入れるために

北大のアカペラサークル NoSeRA の函

館出身の学生に声をかけ、イベントが実

現したそうです。 

僕も実は Cattleya のメンバーとして「は

こうた」に出場したのですが、函館で本 
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現在の北海道のアカペラ事情を伺うと、

「北海道、特に札幌では約 10 年前に大

学にアカペラサークルができ始め、現在

では大学生を中心にアカペラのムーブ

メントが起こっている。関東や関西では

それより 10 年以上前からムーブメント

が起こっていたが、北海道のアカペラは

現在全国の平均レベルを上回るパフォ

ーマンスが繰り広げられている。」と答

えていただきました。このように北海道

でアカペラが盛んになったのも大橋場

さんのおかげかもしれません。 

 

 

 
格的なアカペライベントが開催されると

は思っていなかったので、このようなイベ

ントに出ることができてとてもうれしく

思います。企画運営をしてくださった大橋

場さんや北大の学生さんには本当に感謝

です。 

そして 2020 年 6 月 20 日に第 2 回「はこ

うた」を開催予定だそうです。2019 年の

「はこうた」は悪天候で函館山の夜景を見

られなかったので、次は晴れることを祈っ

て楽しみにしています。 

 



 

  

 

  

を 

訪 

て 

ね 

 

本 

屋 

古 

函館 古本 

No.003
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編集 

古内美圭 



 

    

  

  

深
堀
町
の
電
停
の
近
く

に
一
軒
の
本
屋
が
あ
る
。
浪

月
堂
だ
。
明
治
二
十
六
年

(

一
八
九
三
年)

に
開
業
し
現

在
ま
で
函
館
と
歴
史
を
共

に
し
て
き
た
。 

 

浪
月
堂
の
初
代
、
亀
岡
和

気
次
郎
さ
ん
は
愛
媛
県
の

松
山
出
身
で
、
東
京
で
の
書

店
の
手
伝
い
を
経
て
明
治

二
十
六
年
、
二
十
七
歳
で
函

館
へ
と
や
っ
て
き
た
。
最
初

は
人
力
車
で
も
や
っ
て
元

手
を
稼
ご
う
と
思
っ
た
が 

 

一
年
三
月
の
函
館
新
聞
の

取
材
に
答
え
て
い
る
。 

 

昭
和
に
な
る
ま
で
の
主

な
客
は
中
学
生
や
女
学

生
、
税
関
な
ど
の
役
人
が

主
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

二
代
目
の
周
助
さ
ん
は

早
世
で
、
和
気
次
郎
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
後
は
三
代

目
の
正
夫
さ
ん
が
跡
を
継

い
だ
。 

浪 
 

月 
 

堂 
 

書 
 

店 

 

 「
函
館
に
は
坂
が
多
い
こ

と
を
知
り
、
体
力
に
自
信
が

な
い
た
め
に
断
念
し
て
東

京
で
仕
入
れ
た
浮
世
絵
の

石
版
画
を
売
っ
た
の
が
古

書
店
を
開
業
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」
と
、
昭
和
十 
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当
初
は
函
館
の
十
字
街

周
辺
で
商
い
を
し
て
い
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
十
字
街
は
函
館
の
中

心
の
繁
華
街
で
あ
り
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
昭

和
九
年
の
大
火
を
境
に
繁

華
街
は
函
館
駅
前
に
移
っ

た
と
い
う
。
戦
争
が
始
ま
る

と
、
戦
前
か
ら
浪
月
堂
へ
統

計
書
な
ど
を
買
い
に
来
て

い
た
ロ
シ
ア
領
事
館
の
館

員
な
ど
の
「
ロ
シ
ア
人
へ
は

本
を
売
る
な
」
と
い
う
申
し

入
れ
が
憲
兵
か
ら
あ
っ
た

り
し
た
。 

 

戦
後
は
本
を
売
っ
て
食

料
を
買
う
家
が
増
え
た
た

め
、
古
書
店
が
に
ぎ
わ
っ
た

時
期
が
あ
り
、
ま
た
、
本
の

売
買
を
通
し
て
三
、
四
十
年

も
客
と
の
つ
き
あ
い
が
あ 

っ
た
り
、
若
者
で
も
本
が

好
き
な
人
が
浪
月
堂
に
よ

く
来
た
り
し
た
時
期
も
あ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
昔
は

客
が
、
安
い
本
を
求
め
て

訪
れ
た
り
、
本
の
代
替
わ

り
が
激
し
く
な
り
始
め
た 

昭
和
五
十
六
年
頃
に
は
、

新
刊
本
を
扱
う
書
店
に
は

お
い
て
い
な
い
よ
う
な
本

を
探
し
に
来
る
人
が
増
え

た
と
い
う
。 

四
代
目
で
あ
り
現
在
の

店
主
で
あ
る
秋
平
さ
ん
は 

「
昔
は
学
校
の
先
生
と
か

が
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
ん

で
す
が
こ
の
頃
は
あ
ま
り

な
い
で
す
ね
。
古
い
本
を

集
め
て
い
る
人
が
来
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
」
と

い
う
。 

16 



 

店
内
に
は
床
か
ら
天
井

に
か
け
て
ぎ
っ
し
り
と
本

が
あ
る
。
隙
間
な
く
置
い
て

あ
る
た
め
地
震
等
の
際
に

も
崩
れ
て
き
た
り
す
る
こ

と
は
滅
多
に
な
い
の
だ
と

い
う
。 

そ
の
昔
に
は
石
川
啄
木

も
浪
月
堂
に
よ
く
来
て
い

た
が
、
彼
は
お
金
を
払
わ

ず
に
本
を
持
っ
て
行
っ

た
、
と
先
代
か
ら
聞
い
て

い
る
と
い
う
。 
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―
浪
月
堂
を
継
ご
う
と
思

っ
た
き
っ
か
け
は 

兄
妹
が
五
人
い
る
ん
だ
け

ど
、
誰
も
継
ぐ
っ
て
い
う
人

が
い
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
れ
で
す
ん
な
り
継
ご
う
、

と
思
っ
た
ね
。 

―
普
段
か
ら
本
を
よ
く
読

ん
で
い
ま
し
た
か 

い
や
～
、
あ
ん
ま
り
読
ん
で

な
か
っ
た
ね
。 

 

―
本
の
価
値
の
決
め
手
は 

ま
ず
本
の
状
態
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
る
ね
。
何
か
書
き

込
ま
れ
て
い
た
り
ハ
ン
コ

が
押
し
て
あ
っ
た
り
す
る

も
の
よ
り
、
綺
麗
な
状
態
の

も
の
の
方
が
高
く
な
る
。
あ

と
、
初
版
の
本
の
方
が
そ
れ

以
外
よ
り
価
値
が
高
く
な

る
ね
。
昔
の
本
だ
か
ら
と
言

っ
て
全
て
価
値
が
高
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
。

内
容
が
現
在
に
も
通
じ
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て

も
変
わ
る
ね
。 

―
本
の
仕
入
れ
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
ま
す
か 

昔
は
札
幌
や
東
京
に
仕
入

れ
に
行
っ
て
た
け
ど
、
今
は

本
を
持
っ
て
く
る
人
た
ち

が
市
内
に
い
る
の
で
そ
れ

で
仕
入
れ
て
ま
す
。
値
段
を

提
示
し
て
、
お
客
さ
ん
が
納

得
す
れ
ば
買
い
取
り
が
成

立
す
る
ん
で
す
。 

―
ど
ん
な
本
を
持
っ
て
く

る
人
が
多
い
で
す
か 

父
親
が
読
ん
で
た
本
を
、
ど

う
し
よ
う
か
な
と
な
っ
て 

う
ち
に(

浪
月
堂
に)

持
っ

て
く
る
人
が
多
い
ね
。
漫

画
を
持
っ
て
く
る
人
も
い

る
し
、
二
月
、
三
月
に
な
る

と
教
科
書
を
持
っ
て
く
る

人
も
い
る
。
だ
け
ど
う
ち

で
は
漫
画
と
か
教
科
書
は

取
り
扱
っ
て
な
い
か
ら
そ

う
い
う
本
の
買
い
取
り
は

し
て
な
い
で
す
。 

―
ず
っ
と
手
元
に
あ
っ
た

本
が
売
れ
た
時
に
は
淋
し

さ
な
ど
は
あ
っ
た
り
し
ま

す
か 

全
く
な
い
、
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
ね
。
二
度
と
手

に
入
ら
な
い
よ
う
な
古
い

本
も
多
々
あ
る
し
。
で
も

そ
う
い
う
本
ほ
ど
お
客
さ

ん
が
欲
し 

―
や
り
が
い
は 

基
本
的
に
私
た
ち(

古
本
屋)

の
と
こ
ろ
に
探
し
に
来
る

人
っ
て
い
う
の
は
欲
し
い

本
が
ど
こ
を
探
し
て
も
全

く
な
い
か
ら
来
る
ん
だ
よ

ね
。
そ
う
い
う
本
が
う
ち
に

あ
っ
て
、
パ
ッ
と
見
つ
か
っ

て
喜
ば
れ
た
と
き
か
な
。 

―
本
を
探
し
に
く
る
方
々

は
ど
の
様
に
本
を
探
し
て

い
る
も
の
な
の
で
す
か 

昔
だ
と
全
国
を
回
る
人
が

い
た
ね
。
で
も
今
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
探
せ
る
時
代

だ
か
ら
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
な
い
時
代
だ
と
夏
休
み

だ
と
か
に
は
結
構
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
か
ら
来
て
た
よ
。

東
京
だ
と
か
い
ろ
ん
な
土

地
か
ら
ね
。 

―
古
本
の
価
格
は
ど
れ
く

ら
い
で
す
か 

一
冊
一
冊
、
本
の
価
値
で
値

段
を
つ
け
る
ん
で
す
。
本
の

価
値
は
時
代
に
よ
っ
て
も

変
わ
る
し
ね
。
昔
は
何
十
万

と
か
で
売
れ
て
い
た
本
が

今
で
は
数
万
円
、
と
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
。 

 

４代目 亀岡秋平さん 

 

店主に聞く 
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い
と
思
っ
て
探
し
に
く
る

本
だ
か
ら
。
売
る
側
も
お

客
さ
ん
も
き
っ
と
同
じ
よ

う
な
気
持
ち
な
ん
だ
ね
。 

―
売
れ
た
本
が
め
ぐ
り
廻

っ
て
ま
た
浪
月
堂
に
戻
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
か 

昔
は
あ
っ
た
よ
。
あ
と
、
他

の
本
屋
に
回
っ
て
い
っ
た

り
っ
て
こ
と
も
。 

―
外(

店
先)

に
置
い
て

い
る
本
は
雨
や
雪
の
日
は

ど
の
様
に
管
理
し
て
い
ま

す
か 

そ
の
ま
ま
だ
よ
。
店
に
も

よ 

 

よ
る
け
ど
、
う
ち
の
場
合

は
文
学
書
と
か
は
あ
ん
ま

り
力
を
入
れ
て
売
っ
て
な

い
か
ら
、
外
に
置
い
て
安

く
売
っ
て
る
。 

―
電
子
化
が
進
む
現
代
で

は
本
屋
は
ど
の
様
な
状
況

で
す
か 

浮
き
沈
み
は
あ
る
よ
。
本

が
こ
の
世
か
ら
な
く
な
く 

な
る
っ
て
こ
と
は
な
い
け

ど
、
古
本
屋
は
毎
年
毎
年

減
っ
て
い
っ
て
る
。
う
ち

み
た
い
に
店
を
構
え
て
売

っ
て
い
る
店
は
少
な
く
な

っ
て
る
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ

っ 

ッ
ト
で
の
販
売
の
み
だ
っ

た
り
と
か
。
人
口
が
多
く 

て
大
学
と
か
が
た
く
さ
ん

あ
る
札
幌
と
か
で
も
、
直

接
店
に
来
る
お
客
さ
ん
が

少
な
く
な
っ
て
い
っ
て
る

か
ら
、
店
を
主
体
に
や
っ

て
い
く
っ
て
の
は
な
か
な

か
難
し
い
み
た
い
で
す

よ
。
今
の
時
代
、
イ
ン
タ
ー 

ネ
ッ
ト
で
本
を
探
す
人
も

多
い
し
。 

―
浪
月
堂
に
あ
る
本
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
す
こ

と
が
出
来
ま
す
か 

で
き
る
よ
。
で
も
、
自
分
が

探
し
て
い
る
本
を
見
つ
け

出
す
と
い
う
の
は
な
か
な

か
に
難
し
い
こ
と
で
、
至

難
の
業
だ
ね
。 

―
最
後
に
、
浪
月
堂
の
今

後
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い 

五
代
目
に
継
ぐ
か
も
未
定

だ
ね
。
函
館
に
古
本
屋
は

う
ち
と
、
も
う
一
軒
く
ら

い
し
か
な
い
し
、
少
子
高

齢
化
と
か
人
口
の
減
少
も

影
響
し
て
、
こ
れ
か
ら
や

っ
て
い
く
の
は
な
か
な
か

に
難
し
い
と
思
う
。
普
通

の
本
屋
で
さ
え
厳
し
い
状

況
だ
か
ら
ね
。
最
近
は
電

子
書
籍
と
か
も
あ
る
し
。

で
も
本
が
こ
の
世
か
ら
な

く
な
る
こ
と
は
な
い
、
ま

た
紙
の
本
が
親
し
ま
れ
る

時
代
が
来
れ
ば
い
い
な
と

は
思
う
よ
。 

＜店舗情報＞ 

住所：函館市駒場町 7－11 

営業時間：12:00～18:00 

定休日：毎週火曜日 
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函館 ミニコス 

No.003

―函館市民のためのミニコスー 

私が坂本社長から直接聞いたミニコスの魅力や 

函館市民への素晴らしいサービス、出店から現在、そし

これからのミニコスまで様々な情報を 

お届けします。 

編集者：佐々木 結菜 

道
南
で ミ

ニ
コ
ス
を
出
店
す
る 

 

In the south of Hokkaido 

Open the miniCos 

20 
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ミニコスは函館の代表的なパン屋さんとも言える 

キングベークの代表取締役社長、坂本欣也さんが運営されている。 

 

約 20 年前から千葉県にあるコストコから原材料を仕入れしており、 

長い間つながりを持っていた。 

 

函館市のコストコ会員は約 3000 人。 

道南のほとんどの人がコストコに行くために札幌まで買い求めに行くだろう。 

札幌のような都市でしか体験できないのは、 

不公平であると坂本さんは感じていた。 

 

近年、一部のコストコ食品を売るスーパーやコンビニ、 

雑貨や洋服を売っているお店が増加してきている。 

つまり、コストコの商品に需要があるということだ。 

 

札幌店から取り寄せることができ、販売も可能だったため、 

ミニコスが出店された。 

 

Background of store opening 
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miniCos of Serviceability 

お客様のための便利なサービス 

 

＊購入したものを車まで運ぶサービス 

＊自宅配達 

＊駐車場無料 

 

少しでもマイナスの部分を 

取り除くために提供されている。 

無料で入ることができる理由 

 

一般的にあるコストコの品数は約 3500 品。 

一方、ミニコスでは約 600 品。 

 

札幌店で人気な商品は数が足りなくなってしまうため 

仕入れできないことが大きな理由である。 

 

しかし、品数を少なくすることで 

運搬のための労働力や人件費の節約につながり、 

会員制にしなくても良いというメリットも生まれまさに一石二鳥である。 
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Devised Sales method 

工夫１ 

工夫２ 

工夫３ 

函館のミニコスは、商品開発に時間を使う必要がない。 

海外の商品やコストコの商品を 

提供しているため、販売だけに力を入れることができる。 

 

 

ミニコスの店内には、小さいカートがひとつもない。 

ミニコスに来るお客さんは「量が多くて安いものは 

いっぺんに買っておこう」というカートを満杯にする心理が働く。 

そうした時に、大きいカートだけ置いておくことによって、 

より商品を購入してもらうことができるのである。 

 

 

海外発祥のコストコは日本と違い、商品の引き立て方が上手い。 

日本のスーパーや大型食料品店では、狭い空間に商品を沢山置き、 

店内アナウンスなどで耳から訴える。 

一方海外では、あえて広々とした空間に商品を置くことで、 

目で訴え購買意欲を促している。 
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That was unexpected 

コーラ 

冷蔵ピザ 

普通の油 

 

 

 

ジュース 

冷凍ピザ 

オリーブオイル 

 

 

 

意
外
と 

 

売
れ
る
商
品 

 

売
れ
な
い
商
品 

 

 

テディベア 

家族はもちろん 

カップルに大人気! 

 

パン 

海産物 

サプリメント は特に安い!! 

 

 

一般的な値段 1 ヶ月分 4000 円 

ミニコスでは半年で 3000 円! 
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inicos's ideal image 

 

函館のミニコスに何を求めているのか 

お客様の声をよく聞き大切にする。 

 

そして、日本では簡単に手に入れられないような 

グローバルな商品を提供することで、 

家庭において使う商品の視野を広げ、生活の楽しみになるように 

潤いを与え貢献することを理想としている。 

VALUE STORE miniCos 

住所  

〒040-0063 北海道函館市若松町 16-10 

函館駅前ビル ４F 

電話番号 0138-86-7872 

 

 

 

――記事を書き終えて 

 

ミニコスが出店された背景と 

函館民のために工夫されていることに 

焦点を当てて書きました。 

 

この記事をきっかけにミニコスへ足を運んで 

頂けると嬉しいです。取材に応じてくださった 

坂本さんありがとうございました!! 
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No.003
 

No.003

函館 シカ 

No.003

 

                   

 

※
ト
ナ
カ
イ
で
は
な
い
よ 
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シ
カ
肉
は
ど
の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の
か
。

函
館
市
に
あ
る
北
海
道
産
フ
ァ
ー
ム
代
表
・

澁
田
さ
ん
に
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

シ
カ
肉
の
魅
力
と
は 

シ
カ
肉
の
魅
力
は
、
人
に
育
て
ら
れ
て

い
る
家
畜
由
来
で
は
な
く
、
天
然
物
で
あ 

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
シ
カ
が
天
然
の
食

べ
物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
薬
剤
が

含
ん
で
い
な
い
肉
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
高
た
ん
ぱ
く
、
低
カ
ロ
リ
ー
、
そ

し
て
、
鉄
分
が
多
く
、
栄
養
食
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
（
１
０
０g

当
た
り
の

栄
養
成
分
は
下
の
表
を
参
照
）。
最
近
は 

     

ア
ス
リ
ー
ト
関
係
で
の
料
理
本
も
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

お
い
し
い
シ
カ
肉
に
す
る
た
め
に 

お
い
し
い
シ
カ
肉
を
作
る
う
え
で
必

要
な
こ
と
は
３
つ
あ
り
、
①
血
抜
き
で
す
。

こ
の
血
抜
き
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、
シ
カ

肉
に
血
が
残
っ
て
し
ま
い
、
シ
カ
肉
が
臭

く
な
っ
て
し
ま
う
原
因
と
な
り
ま
す
。
②

温
度
で
す
。
温
度
を
低
温
に
保
た
な
い
と

鮮
度
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
③
熟
成
で

す
。
肉
は
死
後
硬
直
の
よ
り
、
４
８
時
間

は
肉
が
硬
く
な
り
続
け
、
ア
ミ
ノ
酸
が
出

て
き
て
旨
味
に
な
る
と
い
う
仕
組
み
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
を
使
い
、
熟
成

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
お
い
し

い
シ
カ
肉
に
し
て
い
ま
す
。 

 

シ
カ
肉
を
食
肉
処
理
す
る
う
え
で
心
が

け
て
い
る
こ
と
と
は 

ま
ず
、
鮮
度
が
よ
い
も
の
を
提
供
す
る

こ
と
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
食
肉
処
理

を
す
る
こ
と
で
、
シ
カ
肉
を
鮮
度
の
よ
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。 

次
に
子
供
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

肉
で
あ
る
こ
と
で
す
。
シ
カ
肉
は
野
生
で

あ
る
が
故
に
、
よ
り
一
層
注
意
し
て
加
工

し
て
い
ま
す
。 

 

シ
カ
肉
を
卸
し
て
し
て
い
る
場
所
は 

シ
カ
肉
は
本
州
を
メ
イ
ン
で
卸
し
て

い
ま
す
。
東
京
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
全
国

へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

シ
カ
肉
の
魅
力
と
は 

取
材
協
力
・
写
真 

北
海
道
産
フ
ァ
ー
ム 
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「
時
代
の
最
先
端
を
ゆ
く
東
京
な
ど

が
目
を
つ
け
て
い
た
だ
い
て
、
出
荷
を
し

て
い
ま
す
が
、
い
い
も
の
が
地
元
か
ら
出

て
い
く
こ
と
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
は
特
に
年
配
な
方
、
グ
ル

メ
な
方
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
函
館
の
若

い
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
」

と
話
す
澁
田
さ
ん
。
函
館
市
内
で
シ
カ
肉

を
卸
し
て
い
る
店
は
、
う
に
む
ら
か
み
さ

ん
、
鹿
六
さ
ん
、
シ
キ
ナ
函
館
ダ
イ
ニ
ン

グ
さ
ん
、
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
飲
食

店
さ
ん
に
シ
カ
肉
を
卸
し
て
い
ま
す
。 

 

函
館
近
辺
の
鹿
の
現
状
と
は 

元
々
道
南
地
域
で
は
、
シ
カ
は
生
息
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
函
館

市
や
知
内
町
や
江
差
町
な
ど
道
南
地
域

の
広
い
範
囲
で
出
没
し
て
い
ま
す
。
函
館

近
辺
で
シ
カ
は
年
々
増
え
て
い
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

北
海
道
の
対
策
に
よ
っ
て
、
鹿
の
増
加
率

は
、
収
ま
っ
て
い
ま
す
。 

         

　　　　　　肉類
成分

エゾシカ肉
（赤肉）

牛肉
（サーロイン・

脂身なし）

豚肉
（ロース・脂
身なし）

鶏肉
（胸肉・皮なし）

蛋白質（ｇ） 22.5 12.9 21.1 23.3
脂質（ｇ） 5.2 42.5 11.9 1.9
鉄（ｍｇ） 3.4 0.8 0.3 0.3

↓表 日本食品標準成分表 ２０１５ 



29 
 

 
 

 

シ
カ
肉
へ
の
思
い
と
は 

「
今
で
は
肉
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
昔
は
シ
カ
な
ん
て
と
言

わ
れ
て
、
見
向
い
て
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
で
す
。
キ
ム
タ
ク
の
ド
ラ
マ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
シ
カ
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ひ

い
て
は
日
本
全
体
の
野
生
動
物
問
題
へ

つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
メ
デ
ィ

ア
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
や
ジ
ビ
エ
料
理
と
シ
カ
肉
に
限
ら
ず
、

地
域
の
宝
、
自
然
の
恵
み
で
す
。
シ
カ
肉

を
こ
れ
か
ら
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。」 

    

 

 

      

「
目
の
前
に
資
源
が
あ
っ
て
、
そ
の
資

源
を
生
か
し
て
、
何
か
を
や
っ
て
い
る
人

も
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
骨
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
る
人
と
か
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関

係
の
方
が
シ
カ
の
皮
を
加
工
し
て
売
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

で
、
一
頭
ま
る
ま
る
廃
棄
な
し
シ
カ
を
活

用
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。」 
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北
海
道
の
政
策
に
つ
い
て
、
渡
島
総
合 

振
興
局
環
境
生
活
課
・中
野
さ
ん
に
話 

を
伺
っ
て
み
た
。 

 

主
な
２
つ
の
政
策
（
一
部
）
と
は 

 

北
海
道
の
エ
ゾ
シ
カ
対
策
の
方
針 

と
し
て
、
捕
獲
と
有
効
活
用
が
あ
り
ま 

す
。
有
効
活
用
は
、
捕
獲
し
て
使
い
道 

が
あ
っ
た
方
が
捕
獲
の
促
進
効
果
に
な 

る
か
ら
で
す
。
具
体
的
な
政
策
の
１
つ 

に
シ
カ
の
日
が
あ
り
ま
す
。
元
々
ア
イ 

ヌ
の
方
々
は
シ
カ
を
食
べ
て
い
ま
し 

た
が
、
最
近
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な 

い
食
べ
物
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
シ 

カ
肉
を
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
の

き
っ
か
け
の
日
と
し
て
作
ら
れ
ま

し
た
。 

２
つ
目
に
エ
ゾ
シ
カ
肉
処
理 

 

施
設
認
証
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
道
民
の
丌
安
を
解
消

す
べ
く
作
ら
れ
た
も
の
で
、
基
準

を
ク
リ
ア
し
た
施
設
を
認
証
施

設
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。 

          

 

渡島総合振興局食堂          

北海道函館市美原 4丁目 6-16 

0138-47-9439 

営業は 11：30～14：00 

定休日は土日祭日。 

※振興局内にあり、一般の方も利用できる 
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今
後
は
ジ
ビ
エ
の
コ
ー
ス
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し
た
い 

シ
カ
肉
の
料
理
は
３
年
前
か 

 

ら
出
し
て
い
ま
す
。
澁
田
さ
ん
が

鹿
の
事
業
を
始
め
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
店
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
鹿
の
ス
テ
ー
キ
や
な
ど
４
品

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
澁
田
さ
ん

の
シ
カ
肉
は
、
臭
み
が
な
く
、
柔

ら
か
い
で
す
。 

「
評
判
は
悪
く
は
な
く
、
今
後
は 

 

ジ
ビ
エ
料
理
の
コ
ー
ス
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」 

 
 

 
 

 
 

 

（
編
集 

沼
田
） 

 

北海道産ファームのシカ肉を提供 

シキナ函館ダイニング染川町 18－１４ 

代表 松田広輝氏 
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●その真相は… 

「夜泣き石」は、ネットで検索

したところ比較的始めのほうに出

てきたものだ。 

噂は本当なのだろうか。実際に実

行寺さんに取材をさせていただい

た。取材を受けてくださったのは

副住職さんだった。 

Q：ネットで拝見したのですが、

「夜泣き石」の噂は本当なのでし

ょうか。 

A：こちらとしては、夜泣き石と

いうのは心霊やホラーといった

ものではないとしています。 

―「夜泣き石」は、どうやら心霊

スポットではないらしい。ではど

ういったものなのだろうか。 

副住職さんのお話によると、実行

寺さんの宗派である日蓮宗の北海

道でのある言い伝えに関連するも

のとのこと。その言い伝えとは以

下の通りである。昔々、あの場所

は母子の泣き声が夜な夜な聞こえ

周囲の住民に気味悪がられてい

た。供養などをしてみても効果は

見られなかった。しかし、偶然立

ち寄った日持上人という人物が墓

石代わりであった石に「南無妙法

蓮華経」と書いて供養したところ

ピタリと止んだという。 

 こういった言い伝えは当時の日

蓮宗の教えの正しさを伝えるため

に用いられたと考えられ、函館か

ら北海道に教えを広める上での重

要なファクターとなったとされ

る。どうやら「夜泣き石」の噂は

この言い伝えが心霊的な事柄へと

解釈されたもののようだ。 

 取材後、日を改めて実際に「夜

泣き石」

を見に行

かせても

らった。

実行寺さ

んの墓地

を抜け、 

途中から

獣道のよ

うな山道

を少し登

るとそれ

はあっ

た。石の



          

 

 34     

 

表面には、確かに「南無妙法蓮華

経」の文字が確認できる。 

私は何気なく手を合わせ、 

その場を後にした。

 



          

 

 35     

 

●夜と昼、異なる雰囲気 

 「立待岬」という名前は、アイ

ヌ語でヨコウシ(待ち伏せするとこ

ろ、ここに立って魚を待つという

意)を訳したものとされている。私

は調査のために二回立待岬を訪れ

た。 

一回目は夜 0 時ごろ。自転車で

友人と二人で向かった。やはり夜

は雰囲気がある。特に怖かったの

は途中の坂道に面した墓地を通っ

た時であった。沢山の墓石に囲ま

れ、墓石の影に誰か立っていたら

どうしようなどと想像を掻き立て

られる。長い墓場の坂を超え、何

とか着いた。着いてすぐ左側には

綺麗な夜景が広がっていた。函館

の海外線と津軽海峡の建物の明か

りが綺麗に映える。しかし、右側

は真っ暗だ。うっすらと断崖の絶

壁が見える。少し歩くとベンチが

いくつかあった。前述の話で出た

女性はここに座って何を思い、海

を眺めていたのだろうか。 

二回目、昼間に行くと雰囲気は

だいぶ違うものであった。人が多

く通い、綺麗な海が一面に見え

る。また、購買所もあり、観光地

として機能していた。夜の恐ろし

い雰囲気は感じられない。ちなみ

にその日はものすごい風が吹いて

いた。風に押され体が動かされる

ほどである。海陸風の特徴に夜に

なると陸から海への風向きになる

というもの

がある。

夜、体を押

すほどの強

い風が陸か

ら海へと自

殺者の背中

を押すのかもしれないとふと、感

じた。 

 立待岬には、潮の流れの影響か

ら近海の水死体が立待岬に集まっ

てくるとする噂、過去に暴力団の

男複数が一人の女性を強姦し、そ

のまま放置したという事件があっ

たとする噂も聞く。ここには昼に

行くことをおすすめする。昼の立

待岬は絶景と言うほかない。夜に

行くのならば、覚悟が必要かもし

れない。
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●慰霊碑へ… 

取材の過程で「心霊スポットってありませんかね。」と聞く機会が多か

ったが、挙がった場所の中で立待岬に並んで多かったのがここである。

洞爺丸事故は日本史上最も凄惨であると呼ばれるため、そのインパクト

によるところも大きいのだろうか。この事故は 1954(昭和 29 年)9 月 26

日に起きた。青函航路を通過した台風 15 号によって 5 隻の青函連絡船

(車載客船の洞爺丸、連絡貨物船の日高丸、北見丸、十勝丸、第十一青函

丸)が沈没した。翌年、この事故の死者を弔う慰霊碑が七重浜に建てられ

た。

私は慰霊碑へと足を運んだ。慰

霊碑は車の通りが多い国道に面し

ていた。慰霊碑の表側には事故の

犠牲者達に向けた追悼の碑文、裏

には当時の凄惨な状況を伝える内

容の碑文が刻まれていた。(二枚目

の写真)碑の前には最近供えられた

であろう花と紙パックのお酒が置

かれていた。現在も地元の人々の

慰霊の心は薄れていないようだ。 

今回、洞爺丸事故の聞き込みの

際に当時台風に巻き込まれなかっ

た船員の方が撮ったとされる貴重

な写真を頂いた。その写真も添付

する。(下の写真) 

 

  

持ち主であった元船

員の男性は既に亡く

なっており、そのご家

族に提供していただ

いた。生前はこの写真

を見ることを嫌がっ

ていたとのこと。沈没

の途中、船首のみが浮

かぶ大きな船と救助

を試みる小船が写さ

れている。 
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●最後に…

 今回の調査で、心霊スポットを通じて函館を深く知ることができたと

感じる。また、その地に住む人々の間で非現実的な噂が流れ共有され、

その場所への共通した認識が作り上げられていくのは興味深い。これを

読んだあなたも自分の地域の心霊スポットについて調べてみてはいかが

でしょうか。地域を知るきっかけになるかもしれません。(※責任は負い

ません。また、行う場合、近隣の住民に迷惑にならないように気を付け

ましょう。) 

 最後に、聞き込みをした中で興味深いけれど交通手段や時間が無く、

調べられなかったものを書き残す。 
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地
域 

×
 

酒
屋 

 

函館 酒屋 実態 

編集者：荒木 
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 近所にはドラッグストアやコンビニエンスストアが並び、身の回りには

「なんでも買える」店舗が多く存在している。 

地域活性化が問われる中で、「なんでも買える」店舗が増加すれば、専

門店が苦しむのではないか？  

 そのような疑問を感じ、専門店として酒屋さんに着目した。 

 

地域に残る酒屋さんの環境とは？思いとは？  

【株式会社 イチマス】の代表取締役社長である加藤隆司さんに取材の

ご協力を頂き、地域の酒屋さんの実態に迫る… 
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函館で酒屋さんを営む理由とは？ 

イチマスさんは昭和 10年に創業された。もともと湯川にはホテルや旅館が多く、卸の仕事

が多かったことから函館・湯川に店舗ができたのだと加藤さんは教えてくださった。ニセコに

支店をだすという話もあったそうだが、結局その話はなくなり、それ以降移転の話はないとい

う。加藤さんは、創業の地である函館を大切にしていきたいという。 

どのようなお客さんを相手にしているのか？ 

お酒の販売の割合としては、店舗販売が 2 割、卸での販売が 8 割と、主に企業への販売を行

っているという。企業としては、函館市内のホテルや居酒屋・レストラン、食堂やスナック・ク

ラブなど約 600店舗を相手にしている。 

昔はもう少し店舗販売の割合が多かったようだが、酒類小売規制の緩和によりお酒を取り扱う

店舗の距離基準や人口基準は廃止され、ドラッグストアやコンビニエンスストアなど、より消費

者に近い存在である店舗もお酒の販売ができるようになった。これを機にイチマスさんは卸販売

中心の営業形態にシフトしたのだという。 

 

酒類小売販売の緩和の影響とは？ 

お酒の販売は主に、①酒類製造業者、②酒類卸売販売業者、③酒類小売販売業者という経路を経

て、私たち消費者や飲食店のもとに届いている。 

しかし、国税庁（税務署）に免許申請をして免許を得なければ販売はできない。前述した酒類小

売販売の緩和は、酒類小売販売者に必要な免許を獲得しやすいものとした。これによってお酒の販

売競争は激化した。その結果、昔からある多くの酒屋さんは衰退し、その店舗数も大幅に減少して

しまったようだ。また、地域の専門店の減少は買い物難民の増加に繋がるという。このことは高齢

者が自動車運転免許をなかなか返還できないことの要因でもあると加藤さんは考察する。 

加藤さんは、法が地域の中小零細企業を、そして時に地域住民をも苦しめているのだと語った。 
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どのようなお酒を販売しているのか？ 

イ
チ
マ
ス
さ
ん
で
は
、
ビ
ー
ル
や
酎
ハ
イ
、
日
本
酒
や
焼
酎
、
ワ

イ
ン
・
シ
ャ
ン
パ
ン
や
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
様
々
な
種

類
の
お
酒
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

 

店
内
に
は
私
た
ち
が
よ
く
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
目
に
す

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
業
務
用
の
も
の
、
居
酒
屋
さ
ん
で
も
あ
ま
り
見

な
い
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
種
類
の
豊
富
さ
が
う
か
が
え
た
。 
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酒屋さんを営む上で大切にしていることや地域への思いとは？ 

 酒屋さんを営む上で大切にしているのは「信用」だと加藤さんは話してくれた。お客さんへ

の誠実で適切な販売、そして専門店としての知識で「信用」を得て、ドラッグストアやコンビ

ニエンスストアとの差別化を図っているという。 

 地域への働きかけとしては、湯川の商店街一体となって何か活動をしたいが、商店街の店舗

ひとつひとつの人手が足りないこともあり、なかなか難しいと加藤さんは語る。 

 さらに加藤さんは、時代や地域の変化に対応していかなければ酒屋さんとして生き残ってい

けないと言う。お酒の定価販売が当たり前だった時代は過ぎ去り、それに加えて大型店舗の出

現により専門店は苦しむ。そうなれば次第に地域から商店街も減少してしまう。衰退からの復

活はなかなか難しいと加藤さんは語る。 

 イチマスさんへの取材を通して、地域に残る酒屋さんのリアルな実態や現状を垣

間見ることが出来た。専門店ならではの苦悩や問題は、取材前に想像していたもの

よりも深刻なものであった。国の制度が地域の企業に与える影響は非常に大きいも

のに感じた。そのような現状を踏まえると、加藤さんの「地域や時代の変化に対応

していかなければならない」というお言葉には驚嘆した。 

 私たちの周りには便利な大型スーパーやコンビニエンスストアが溢れている。し

かしそんな中でも、酒屋さんのような専門店は地域に残り、地域の人々に専門店な

らではの商品やその知識を提供し続けている。 

酒屋さんをはじめ、身近な専門店に足を運んでみてはどうだろうか？ 
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店舗情報 

株式会社イチマス 

住所：函館市湯川町 1丁目 26-29 

電話番号：0138-57-3251 

FAX：0138-57-1701 

営業時間：9時～21時 

定休日：正月期間（1/1～1/2） 

 

Yahoo!Japan地図より引用 

函館市電の湯の川温泉

駅を降りて徒歩 1分 
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はぐれ居酒屋教本 

 

居酒屋 ゆっくりしたい 

No.003

「
今
夜
は
一
杯
ど
う
で
す
か
。」 

  

い
つ
も
通
る
歩
道
の
脇
に 

  

あ
る
日
見
つ
け
た
小
さ
な
隠
れ
家 

  

さ
あ
、 

  

ゆ
っ
た
り
ま
っ
た
り 

  

酒
場
紀
行
へ
ご
案
内 

  

小
さ
な
居
酒
屋
の
楽
し
み
方
を 

  
こ
の
僕
が
プ
レ
ゼ
ン
ツ
。 

案内人 増渕 匠 44 
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飲
み
食
い
処 

招
福 

  

こ
の
居
酒
屋
は
函
館
市
の
八
幡
町
に
構
え
て
い
る
。
十
八
年
前

に
開
店
し
た
。
お
店
の
名
前
の
由
来
は
、
知
人
の
会
社
の
部
屋

に
招
福
人
形
が
置
い
て
あ
り
、
そ
れ
を
見
て
「
福
を
招
く
」
お

店
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、「
招
福
」
と
し
た
そ
う
。 

  

個
人
店
な
ら
で
は
の
ほ
の
ぼ
の
し
た
雰
囲
気
。 

シ
ニ
ア
ー
な
女
将
さ
ん
が
営
む
、
ゆ
る
り
と
し
た
雰
囲
気
。
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
と
い
え
ば
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
の
だ
ろ
う
。 

  

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
粋
な
小
料
理
と
厳
選
さ
れ
た
旨
い
お

酒
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
楽
し
め
る
お
店
だ
。
料
理
は
日

替
わ
り
。
ど
れ
も
お
い
し
い
。
一
杯
に
飛
び
切
り
合
う
の
で
、

酒
宴
が
と
て
も
楽
し
い
の
だ
。 

  

「
お
客
が
お
客
を
呼
ぶ
店
」
女
将
さ
ん
は
そ
う
言
う
。 

 
 

  

ワ
カ
サ
ギ
の
天
ぷ
ら 

芋
焼
酎
と
共
に 

サ
バ
の
味
噌
の
煮
付
け 
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八
幡
町
を
選
ん
だ
理
由
と
は 

 
 

 

多
く
の
人
は
、
居
酒
屋
と
い
え
ば
、
た
い
て
い
は
飲
み
屋
街
に

お
店
を
構
え
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
僕
も
そ

の
一
人
で
あ
り
、
何
故
、
敢
え
て
こ
の
町
な
の
か
気
に
な
っ
て
い

た
。 

 

以
前
、
こ
の
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
と
の
縁
が
あ
り
、
女
将
さ
ん
が

引
き
継
ぎ
、
招
福
と
し
て
切
り
盛
り
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
の
時
は
何
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
、
誰
も
知
ら
な
い
人

が
住
ん
で
い
る
住
宅
街
に
お
店
を
構
え
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
大

変
だ
っ
た
か…

。
女
将
さ
ん
は
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
。 

  

今
こ
そ
常
連
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
会
話
を
す
る
女
将
さ
ん
が

い
る
が
、
当
初
は
全
然
だ
っ
た
と
い
う
。
住
宅
街
の
お
客
さ
ん
は

時
間
を
か
け
て
い
く
に
つ
れ
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

り
、
足
を
運
ん
で
く
れ
る
、
そ
ん
な
人
情
が
あ
る
。 

 

と
語
っ
て
く
れ
た
。 

      

       

  

過
去
が
あ
る
か
ら
、
今
が
あ
る 

 

そ
う
教
え
て
く
れ
る
気
が
し
ま
す 
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女
将
さ
ん
の
思
い 

  

女
将
さ
ん
は
こ
の
お
店
と
共
に
十
八
年
間
ず
っ
と
、
来
店
し
て

く
れ
る
お
客
さ
ん
と
、
八
幡
町
を
見
守
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
女
将

さ
ん
の
積
も
っ
た
思
い
を
是
非
聞
い
て
み
た
い
。 

  

～
お
客
さ
ん
へ
～ 

 

「
様
々
な
お
客
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
ね
。
人
生
経
験
の
豊
富
な

お
客
様
に
は
、
時
に
は
怒
ら
れ
た
り
、
時
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
よ

う
な
話
を
し
て
く
れ
た
り…

中
に
は
お
店
に
と
っ
て
迷
惑
な
お

客
様
も
い
た
の
も
事
実
で
す
。 

 

今
は
二
十
代
～
八
十
代
の
幅
広
い
年
代
の
方
々
が
来
て
く
だ

さ
り
、
心
地
が
い
い
で
す
。」 

  
 

  

  

～
今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
て
～ 

 

「
今
思
え
ば
、
確
か
に
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
ね…

.

で
も
、
十

八
年
間
八
幡
町
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
に

恵
ま
れ
、
感
謝
し
た
か
ら
今
が
あ
り
、
息
の
長
い
お
店
が
続
い
て

い
る
ん
だ
な
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

店
招
福
に
も
感
謝
し
て
ま
す
ね
。」 

  

女
将
さ
ん
の
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
様
々
な
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
思
う
と
得
る
も
の
ば
か
り
、
と
最
後

に
話
し
て
く
れ
た
。
そ
う
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
お
店
、
お
客
さ
ん
、

八
幡
町
と
い
う
の
は
女
将
さ
ん
の
拠
り
所
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。 

 

最
後
に
女
将
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
が
人
生
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
か
期
待
と
不
安
だ
ら
け
だ
け
ど
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
！
」
と
力

強
く
エ
ー
ル
を
く
れ
た
よ
う
だ
。 
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常
連
さ
ん
の
声 

 

「
女
将
さ
ん
、 

 

い
つ
も
話
聞
い
て
く
れ
て 

 

あ
り
が
と
う
！
」 

 
 

 

「
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
ね
！
」 

「
ま
た
来
た
く
な
る
お
店
で
す
ね
。 

 

こ
の
お
店
に
い
る
と
落
ち
着
く
ん 

 

で
す
。
」 
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終
わ
り
に…

 
 

～
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
の
の
ひ
と
時
を
味
わ
う
～ 

  

函
館
市
の
八
幡
町
に
佇
む
小
さ
な
居
酒
屋
、
招
福
。
旨
い
お
酒

と
粋
な
小
料
理
を
楽
し
み
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
女
将
と
今
日
も

世
間
話
。
時
に
は
隣
の
お
客
さ
ん
と
話
し
た
り
、
一
人
で
じ
っ
く

り
と
飲
む
こ
と
も…

僕
は
そ
ん
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

 
 

 

「
学
生
な
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
に
ぎ
や
か
な
お
店
で
飲
ん
で
、 

 
 

騒
い
で
楽
し
め
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

よ
く
言
わ
れ
る
。 

 
 

 

確
か
に
、
な
ん
だ
か
学
生
の
く
せ
に
は
背
伸
び
を
し
す
ぎ
な
気

も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。 

  

だ
け
れ
ど
、
意
外
と
良
い
も
ん
だ
よ
。
自
分
の
隠
れ
家
の
よ
う

な
場
所
で
、
ゆ
っ
く
り
し
な
が
ら
じ
っ
く
り
飲
む
こ
と
が
あ
っ
て
。 

 
 

 

ま
あ
飲
み
す
ぎ
ち
ゃ
う
け
ど
ね
。 

 

   

楽
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
日
、
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
日
、
暇
だ
か

ら
来
て
み
た
日
、
久
し
ぶ
り
に
来
た
日…

い
ろ
い
ろ
な
シ
ー
ン
で

そ
こ
は
僕
を
迎
え
て
く
れ
る
か
ら
。 

 
 

 

な
ん
だ
か
ん
だ
で
み
ん
な
忙
し
い
か
ら
、
毎
日
駆
け
ず
り
ま
わ

っ
て
い
る
と
思
う
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
休
憩
っ
て
い
う
時
に
、
自

分
の
身
を
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
か
せ
る
隠
れ
家
の
よ
う
な
場
所
が

一
つ
く
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。 

  

今
回
は
そ
ん
な
一
例
を
紹
介
し
た
。
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
読
者

の
皆
さ
ん
に
も
是
非
、「
隠
れ
家
」
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
一
言
で

表
せ
ば
、「
時
間
が
楽
し
い
」。 

 
 

 

最
後
に
、
そ
ん
な
場
所
を
見
つ
け
る
コ
ツ
を
。 

「
一
歩
お
店
に
入
っ
て
一
杯
飲
む
」 

そ
れ
だ
け
だ
。 

 
 

 

お
っ
と
、
今
日
は
閉
店
の
よ
う
で
す
ね…

。 



M 

M 

I 
I 

Z 

編
集
後
記 

  

【
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
】
第
３
号
の
座
談
会
を
、
我
ら

が
メ
ン
バ
ー
増
渕
の
取
材
先
で
あ
る
居
酒
屋 

「
招
福
」
さ
ん
で
開
催
し
た
。
こ
の
お
店
に
は 

普
段
か
ら
増
渕
と
、
同
じ
く
メ
ン
バ
ー
の
吉
田 

が
一
緒
に
飲
み
に
行
っ
て
い
る
ら
し
く
、
マ
マ 

さ
ん
も
交
え
な
が
ら
雑
誌
作
成
の
裏
話
を
語 

り
合
っ
た
。
そ
の
様
子
を
ど
う
ぞ
ご
覧
あ
れ
。 

  

荒 

じ
ゃ
あ
今
日
は
座
談
会
の
話
し
合
い
だ

け
ど
、
ご
飯
食
べ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

っ
ぱ
い
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
か
ん
ぱ
～

い
。 

全 

か
ん
ぱ
～
い
。 

畠 

じ
ゃ
あ
、
と
り
あ
え
ず
第
３
号
の
完
成

間
近
だ
か
ら
、
そ
の
感
想
あ
た
り
か
ら

話
し
ま
し
ょ
う
か
。 

荒 

私
は
正
直
、
最
初
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
た
あ
た
り
か
ら
不
安
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
本
当
に
み
ん
な
の

お
か
げ
っ
て
い
う
感
じ
が
強
い
の
で
あ

り
が
た
い
で
す
。 

佐 

自
分
は
お
店
選
び
が
一
番
大
変
だ
っ
た

か
な
っ
て
思
っ
て
て
。
２
回
目
だ
か
ら

逆
に
ど
ん
な
記
事
を
書
い
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
無
事
に
見

つ
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
っ
て
い
う
の

と
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
社
長
さ
ん
と
話
す

っ
て
い
う
の
が
初
め
て
で
貫
禄
が
バ
リ

バ
リ
あ
る
お
方
だ
っ
た
か
ら
そ
う
い
う

人
と
話
せ
て
い
い
経
験
に
な
っ
た
か
な
。 

畠 
坂
本
さ
ん
？ 

佐 

キ
ン
グ
ベ
イ
ク
社
長
の
坂
本
さ
ん
。 

畠 

自
分
の
出
身
大
学
の
先
輩
だ
か
ら
、
お

礼
言
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
（
笑
） 

佐 

お
礼
言
っ
と
い
て
く
だ
さ
い
（
笑
） 

佐 

あ
と
は
デ
ザ
イ
ン
と
か
も
１
号
２
号
と

雰
囲
気
を
変
え
て
雑
誌
を
作
れ
た
か
ら

よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
次
ど
う

ぞ
。 

沼 

は
い
。
今
回
は
ア
ポ
取
り
が
非
常
に
大

変
だ
っ
た
か
な
。
１
回
オ
ッ
ケ
ー
も
ら

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
１
週
間
ず
れ
込
ん

だ
ん
で
す
よ
ね
。
キ
ム
タ
ク
の
ド
ラ
マ

で
鹿
肉
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
て
同
じ
タ

イ
ミ
ン
グ
で
取
材
先
に
電
話
が
来
ち
ゃ

っ
た
か
ら
遅
れ
た
の
か
な
と
思
っ
て
る

ん
で
す
け
ど
。
あ
と
私
は
こ
の
企
画
を

通
し
て
デ
ザ
イ
ン
が
あ
ま
り
得
意
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
表
舞
台

に
出
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
は
誰
か
に

委
託
を
し
て
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て

も
ら
お
う
か
な
と
。
以
上
。 

増 

今
回
は
僕
が
普
段
行
っ
て
る
小
さ
い
は

ぐ
れ
居
酒
が
活
気
が
あ
る
の
で
、
そ
こ

を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
面
白
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
本
当
に

マ
マ
さ
ん
と
他
の
方
た
ち
も
取
材
に
応

じ
て
い
た
だ
い
た
り
と
か
、
あ
と
は
デ

ザ
イ
ン
と
か
も
意
識
し
て
み
て
で
き
た

部
分
も
あ
っ
た
の
で
そ
れ
は
よ
か
っ
た

の
か
な
。
ま
た
自
分
が
取
材
し
た
お
店
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で
み
ん
な
で
懇
親
会
を
や
れ
る
の
も
今

回
の
試
み
と
し
て
は
い
い
も
の
な
の
か

な
と
。
や
っ
て
み
て
楽
し
か
っ
た
な
っ

て
思
い
ま
す
。 

吉 

僕
は
結
構
自
分
の
好
き
な
こ
と
で
記
事

を
書
け
た
か
な
と
。 

佐 

め
っ
ち
ゃ
怖
か
っ
た
ん
だ
け
ど
（
笑
） 

吉 

あ
と
出
不
精
な
の
で
取
材
に
か
こ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
な
と
。 

古 

あ
、
私
？
（
笑
）
私
は
最
初
古
本
屋
と
私

の
バ
イ
ト
先
の
新
聞
社
と
「
百
閒
」
さ
ん

の
３
つ
の
案
を
出
し
た
ん
で
す
け
ど
、

最
初
は
古
本
屋
っ
て
気
難
し
い
人
も
い

る
っ
て
言
う
か
ら
ち
ょ
っ
と
怖
く
て
順

位
的
に
も
３
つ
あ
る
う
ち
の
３
番
目
で

し
た
。
で
も
取
材
に
行
っ
て
み
た
ら
す

ご
く
い
い
方
で
、
色
々
な
話
を
し
て
く

れ
た
の
で
取
材
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
な

と
今
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

志 

今
回
は
何
の
記
事
を
書
く
か
す
ご
い
迷

っ
て
、
第
２
号
で
古
内
さ
ん
が
合
唱
の

記
事
を
書
い
て
い
た
の
で
自
分
も
や
っ

て
い
る
ア
カ
ペ
ラ
の
記
事
を
書
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
は
取
材
し
た
方
が

北
海
道
の
ア
カ
ペ
ラ
界
の
偉
い
人
で
ビ

ビ
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
で
取

材
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て

ま
す
。
そ
れ
以
外
は
割
と
い
い
記
事
が

で
き
た
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。 

今 

僕
は
ア
イ
ド
ル
に
つ
い
て
取
材
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

選
ん
だ
の
で
、
正
直
雑
誌
作
り
に
は
興

味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

せ
っ
か
く
や
る
な
ら
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
た
い
な
と
思
っ
て
て
、
ア
イ
ド
ル

に
取
材
で
き
た
ら
楽
し
そ
う
だ
な
と
。

今
号
で
鑑
別
所
や
警
察
で
硬
い
雰
囲
気

の
大
人
の
方
と
話
す
こ
と
が
あ
っ
て
正

直
怖
か
っ
た
で
す
。
警
察
に
行
っ
た
時

も
ま
ず
取
調
室
に
入
れ
ら
れ
て
。 

全 

（
笑
） 

今 

今
回
麻
薬
に
つ
い
て
調
べ
な
か
っ
た
ら

会
え
な
か
っ
た
の
で
す
ご
い
め
ぐ
り
あ

わ
せ
だ
な
と
思
っ
て
。
大
事
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

増 

そ
う
い
え
ば
周
平
の
記
事
の
七
重
浜
の

写
真
入
手
し
た
の
こ
の
店
だ
も
ん
ね
。

ち
ょ
う
ど
居
合
わ
せ
た
お
客
さ
ん
が
く

れ
た
ん
で
す
。 

畠 

な
に
か
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
だ
よ
ね
。
や

っ
ぱ
り
取
材
終
わ
っ
た
ら
、
お
参
り
し

た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
。
（
笑
） 

吉 

手
は
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
（
笑
） 

沼 

突
然
で
す
が
、
今
回
表
紙
に
し
た
「
ま
る

た
ま
ご
や
」
さ
ん
の
話
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。
元
町
の
坂
の
上
に
あ
る
ロ
シ

ア
料
理
の
店
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で

も
エ
ゾ
シ
カ
の
ピ
ロ
シ
キ
を
作
っ
て

る
ん
で
す
。
渡
島
振
興
局
が
決
め
て
る

協
賛
店
の
一
つ
な
の
で
一
応
そ
の
報

告
と
宣
伝
で
す
。 

畠 

志
摩
君
の
デ
ザ
イ
ン
い
い
ね
。
志
摩
君

と
同
じ
ゼ
ミ
の
【
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
】
前
編
集

室
長
に
よ
る
と
、
志
摩
君
は
ゼ
ミ
で
は

見
せ
な
い
顔
を
地
プ
ロ
で
は
見
せ
て
る

っ
て
い
う
け
ど
。
ゼ
ミ
で
は
お
と
な
し
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い
の
か
な
？ 

志 

地
プ
ロ
で
も
お
と
な
し
い
感
じ
で
す
よ
。 

畠 
デ
ザ
イ
ン
と
か
好
き
な
の
？ 

志 

割
と
好
き
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
デ
ザ

イ
ン
は
ま
ず
色
々
試
し
て
み
て
こ
れ
い

い
じ
ゃ
ん
っ
て
な
っ
た
の
を
採
用
し
て

ま
す
。 

佐 

古
本
屋
の
本
は
外
に
も
出
し
て
売
っ
て

る
ん
で
し
ょ
？ 

古 

そ
う
そ
う
。
小
説
と
か
は
あ
ま
り
力
を

入
れ
て
売
っ
て
な
い
か
ら
５
０
円
と
か

１
０
０
円
で
売
っ
て
る
ん
だ
っ
て
。 

荒 

え
ー
、
完
全
に
店
主
さ
ん
の
判
断
な

の
？
こ
れ
１
０
０
円
で
い
い
わ
み
た
い

な
。 

古 

そ
う
そ
う
。 

荒 

め
っ
ち
ゃ
行
っ
て
み
た
い
。 

畠 

こ
こ
に
い
る
み
ん
な
、
こ
の
３
号
で
地

プ
ロ
は
「
卒
業
」
だ
よ
ね
。
な
ん
か
や
り

残
し
た
と
い
う
か
、
も
し
あ
と
１
号
出

す
な
ら
、
こ
う
い
う
の
や
り
た
い
と
い

う
の
が
あ
れ
ば
、
出
し
て
ほ
し
い
ん
だ

け
ど
。 

増 

僕
は
自
分
が
仮
に
店
主
に
な
っ
た
と
き

の
立
場
や
目
線
を
取
材
す
る
の
が
面
白

い
の
か
な
と
。
例
え
ば
開
店
前
の
仕
込

み
を
や
っ
て
み
た
り
体
験
型
の
記
事
も

あ
っ
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

志 

一
回
せ
っ
か
く
取
材
し
た
店
は
そ
れ
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
【
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
】
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
み
た
い
な
感
じ
で
な
に
か

今
後
も
つ
な
が
り
が
持
て
る
企
画
が
あ

れ
ば
い
い
か
な
。 

畠 

僕
が
こ
の
地
プ
ロ
を
「
道
南
地
域
く
ら

し
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
た

の
は
、
前
に
「
道
南
地
域
企
業
就
職
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
こ
と
で
、
学
生

が
企
業
に
取
材
を
す
る
と
い
う
の
を
や

っ
た
ん
だ
け
ど
、
学
生
は
函
館
に
住
ん

で
暮
ら
す
と
な
れ
ば
ど
う
い
っ
た
こ
と

が
問
題
か
と
い
う
話
に
も
興
味
が
あ
っ

て
、
そ
の
テ
ー
マ
を
「
独
立
」
さ
せ
て
「
く

ら
し
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
し
た
の
。

だ
か
ら
「
衣
食
住
」
や
「
冠
婚
葬
祭
」
を

含
め
た
も
の
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
い

う
気
が
し
た
ん
だ
よ
ね
。
取
材
先
と
し

て
、
お
葬
式
や
お
寺
さ
ん
、
お
医
者
さ
ん

と
か
を
入
れ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。 

増 

そ
う
考
え
る
と
今
井
君
よ
く
薬
物
に
つ

い
て
取
材
し
よ
う
と
思
っ
た
よ
ね
。 

畠 

今
回
の
今
井
君
の
記
事
は
冠
婚
葬
祭
を

は
る
か
に
超
え
て
た
か
ら
評
価
し
て
る

ん
だ
よ
ね
。 

～
マ
マ
さ
ん
参
戦
～ 

畠 

増
渕
君
が
書
い
た
記
事
を
読
ん
で
、「
招

福
」
さ
ん
に
来
て
み
た
い
な
と
思
っ
た

ん
で
す
よ
。 

マ 

い
や
、
う
れ
し
い
な
。
い
つ
で
も
来
て
。 

増 

取
材
し
た
お
店
で
会
を
開
く
の
は
ま
た

な
ん
か
趣
が
あ
り
ま
す
ね
。 

吉 

ぶ
っ
ち
ゃ
け
取
材
よ
り
た
だ
飲
み
に

「
招
福
」
さ
ん
に
来
て
る
こ
と
が
多
い

よ
ね
。 

マ 

な
ん
で
怖
い
話
の
記
事
に
し
よ
う
と 

吉 

本
当
に
稲
川
淳
二
か
好
き
な
ん
で
す
。 
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真
似
し
て
。 

吉 

んﾞ

ぬ
ふ
！ 

全 
（
笑
） 

増 

マ
マ
さ
ん
本
気
で
止
め
て
ま
し
た
も
ん

ね
。
吉
田
の
怖
い
話
の
取
材
。 

マ 

な
ん
か
あ
っ
た
ら
困
る
か
ら
さ
。
や
め

な
っ
た
の
。
彼
気
持
ち
弱
い
か
ら
（
笑
）

背
負
っ
ち
ゃ
っ
て
み
ん
な
に
来
た
ら
や

ば
い
じ
ゃ
ん
（
笑
） 

佐 

嫌
だ
（
笑
） 

マ 

彼
に
は
な
ん
で
そ
っ
た
ら
も
の
調
べ
る

の
、
ほ
ん
と
バ
カ
だ
よ
ね
っ
て
言
っ
て

た
の
さ
（
笑
） 

全 

（
笑
） 

畠 

で
も
ね
、
こ
う
い
う
お
店
で
増
渕
君
と

吉
田
君
の
面
倒
を
看
て
く
れ
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

     

                      

                     

荒
：
荒
木 

 
 
 

志
：
志
摩 

佐
：
佐
々
木 

 
 

今
：
今
井 

沼
：
沼
田 

 
 
 

畠
：
畠
山
先
生 

増
：
増
渕 

 
 
 

マ
：
マ
マ
さ
ん 

吉
：
吉
田 

 
 
 

全
：
全
員 

古
：
古
内 
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取材先一覧（敬称略） 

BALUE STORE miniCos / 飲み食い処 招福 / まるたま小屋  

株式会社 イチマス / 札幌少年鑑別所函館少年鑑別支所 / 

北海道函館方面中央警察署生活安全課 / 北海道産ファーム /渡島総合振興局 

/ シキナ函館ダイニング /浪月堂書店 / 実行寺 / 大橋場雅樹氏 

MIMIZ 編集室メンバー 

荒木すみれ（編集長）/ 佐々木結菜（デザイン）/ 

古内美圭（広報）/ 増渕匠（広報）/ 

吉田周平 / 今井正彦 / 志摩祐斗 / 沼田聡 

 

国際地域学科 地域協働専攻 地域政策グループ 

2 年次学生 計 8 名 

MIMIZ 編集室（道南地域くらし応援プロジェクト） 

 

〒040-8567  北海道函館市八幡町 1 番 2 号 

北海道教育大学函館校 畠山研究室 

 

Mail hatakeyama.dai@h.hokkyodai.ac.jp 

Tell/Fax  0138-44-4248 

Instagram  instagram.com/mimiz362 

MIMIZのインスタグラムアカウント

はこちら！ 

MIMIZ 編集室の活動の様子や、電子

版もぜひご覧ください！ 

mailto:hatakeyama.dai@h.hokkyodai.ac.jp


 

 

 ～誌名の由来～ 

ミミズという生き物の下記の特徴を理想とする活動を行う。 

1.地面を這う：現場に密着して地域を見る 

2.地中に潜る：物事を掘り下げて調べる 

3.良い土を作る：地域の「土」となる人材を育成する 

4.薬になる：自分たち自身が地域にとって有為な人材となる 

5.後退しない：いつも前向きに 

No.001 好きなモノとコトに囲まれた、 

私たちだけの日常 

No.002 函館つまんない。 

No.003 OK！MIMIZ 函館について教えて 


